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Abstract  
Fukiya area located in mountainous region of Takahashi is selected as the important preservation district of historic 
buildings in 1992. Vacant house increase stands out in Fukiya and Nakano area and this situation is casting influence 
of tourist attractions in Takahashi. We studied correspondence of the problem of a vacant house aiming at profit 
utilization in a vacant house in two areas. The height ratio (52%) of the vacant house and the present state of the 
vacant house were shown clearly by field survey. But 70% of possibility in profit utilization of a vacant house was 
judged. A questionnaire survey for a vacant house owner was performed to make the will of them clear. Possibility of 
profit utilization of vacant house was little, 7 out of 40 cases. The use frequencies, the state of a vacant house, 
difficult factors for maintenance of vacant house and the strong thoughts of owners to leave a vacant house were 
done clearly. The combination of area map and the investigation outcome in Fukiya and Nakano area became 
possible to visualize information for building of administrative database in a vacant house. 
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全施行された 1-4)。岡山県の空き家率（平成 25 年 9 位，
15.4%）は全国的に高いなか，高梁市では空き家増加
が一層進行しており，県内市町村第 2 位の空き家率（平






































































協働体制のもとで，平成 26 年 12 月 12 日（金）及び













現況調査を実施した空き家家屋 73 件（吹屋地区 46
件，中野地区 27 件）を対象に，調査協力者から所有者
























投函 5 件で，宛先情報の得られない 8 件は中止した。
実施数 65 件に対する回答数は 40 件であり（吹屋地区

































































































































表 5-1 及び 5-2 に吹屋地区及び中野地区の空き家状
況を示す。吹屋地区の空き家率は41%，中野地区は27%，


















8行政区 居住世帯数  空き家 
調査戸数  空き家率(%) 
A地区（東･西） 14 13 48 
B地区 8 6 43 
C地区 3 6 67 
D地区 10 4 29 
E地区 11 7 39 
F地区（東･西） 21 10 32 
地区合計 67 46 41 
 
表 5-2 空き家の現況（中野地区） 
6行政区 居住世帯数 空き家 
調査戸数 空き家率(%) 
G地区 19 7 27 
H地区 6 2 25 
I地区 14 2 13 
J地区 8 8 50 
K地区 18 2 10 
L地区 9 6 40 






















件/7 件あったが，一方で「締め切り」が 8 件/5 件あり，
家屋維持や防犯面に気を遣っている様子がうかがえた。
プロパンガスは「ボンベがない」が 13 件/12 件，郵便












件及び中野 27 件が 1 戸建てであった。建物には，1 階
建て，2 階建ての両方が存在した。建物の外観状況で
は，外壁の汚れが目立たない家屋は 32 件/12 件あり，
施錠もほとんどが行われて管理の様子が認められたが，
ガラス窓の破損している空き家が 8 件あった。 
敷地の状況をみると，吹屋地区及び中野地区におけ






























0 10 20 30 40
吹屋地区
中野地区
A. 外壁の一部に破損，崩れが見られる B. 屋根の瓦やトタン板などに剥がれが見られる
C. 窓台，物干し，バルコニーに崩れが見られる D. 塀が道路側に傾いている








から判断した。吹屋地区 46 件では，利用可能な A 及
び B 判定を合わせて 35 件（76%）を占めた。中野地
区 27 件のうち，A 及び B 判定の合計は 16 件（59%）
であった。中野地区は修理後の使用可能性が低い C 判
定 6 件，廃屋の D 判定 5 件を併せた割合は 41%に達し














 所有者へのアンケート調査で回答があった 40 件の
うち，会社所有の家屋 1 件を除いて，回答者は所有者
或いは親族であった。回答者 40 名の内訳は男性 30 人
























め，所有者に家屋の状況を尋ねた。図 5 及び 6 に建築
年数と居住可能性の程度について示す。築 100 年以上
の家屋が 16 件あり，このうち 13 件は吹屋地区にあっ
た。築年数が 0～20 年と新しい空き家も 3 件あり，中
野地区にあった。住むことが可能かどうかについては，
「すぐ住める」家屋が 14 件，「少し修繕が必要」12 件
を合わせると 26 件（65%）を占めていた。 
168 高梁市重要伝建地区とその周辺における空き家の現況及び所有者意識に関する調査
 
図5 空き家の建築年数（40 件） 
 
 
図6 空き家の居住可能性（40 件） 
 
（4）空き家の利用状況 
 図 7 に，帰省の利用頻度に関する回答状況を示す。
週または月に 1 回以上を合わせると 17 件 43%を占め
て，比較的多くの帰省をしていることがうかがえた。
半年から 1 年に 1 回の帰省は 16 件 40%，ほとんど利
用しないは 7 件 17%であった。図 8 に帰省の利用目的
を複数回答で示す。最も多かったのは住宅の清掃管理















































同地区内 2 1  1 2 6 
高梁市内 4 5   1 10 
岡山県で 
高梁市外 1 4 6 1 2 14 
岡山県外   5 3 2 10 





かかる」を合わせると 34 件あり，次に「遠い」15 件，
「身体・年齢の問題」11 件，「管理を頼める相手の問
題」6 件となった。その他では，「特に困ることがない」
3 10 11 16
0% 20% 40% 60% 80% 100%
0-20年 20-50年 50-100年 100年以上
14 12 8 4 2
0% 20% 40% 60% 80% 100%
すぐに住める 少し修繕が必要 かなり修繕が必要
ほとんど住めない その他
7 10 11 5 7
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貸出や売却の意向を示すものは 5 件と 2 件であった。
「貸し出したい」5 件の所在地は吹屋地区 4 件と中野
地区 1 件であった。 
 一方，地域に「空き家管理者の連絡制度」なるもの
が仮にあれば登録するかを尋ねたところ，「希望するま




               
（6）現地調査のランク付けと所有者申告との関連性 
 表 7 に，空き家現況調査のランク付け結果と所有者
アンケート 40 件の家屋状況との関連性について，クロ
ス集計を行った結果を示す。所有者アンケートの回答
40 件の内訳は，現地調査で優良と見えた 24 件，修理
による使用可能性がある 9 件，修理での使用可能性が
低い 5 件，廃屋 2 件と評価された家屋に分かれた。現













居住の可能性 A B C D 総計 
すぐに住める 13 1   14 
少し修繕が必要 7 2 2 1 12 
かなり修繕が 
必要 3 3 1 1 8 
ほとんど 
住めない 
 2 2  4 
その他 1 1   2 
総計 24 9 5 2 40 
A：優良 B：修理での使用可能性あり 




 表 8 に空き家管理データベースの情報として登録し
た項目を示す。空き家の現地調査結果を入れて，調査 
 
15 5 2 0 4
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付録1 空き家現地調査・調査票    
＜2014 年 12 月～2015 年 5 月調査＞ 
通し番号：  高梁市－  吹屋 ・ 中野    地区等調査用 
空き家現地調査の調査票  
  氏名： 
空き家調査票 調査日  月   日 （  曜日）  地区（小字）：      No.    




概観 A.廃家屋風     B.判断できない    C.その他（             ） 
表札  A． なし      B. あり 
雨戸  A. 全部締め切り  B. 一部締め切り  C. 締め切りなし  D. 雨戸なし 
電気メータ  ー  A. 動いていない  B. 動いている 
プロパンガス  A. 栓が外されている  B. 外されていない  C.ボンベがある・ない 
郵便受け  A.  塞がれている  B. 郵便物等が溜まっている  C. 郵便物等は溜まっていない 
生活のサイン  A. 洗濯物がない・あり  B.  家庭用品が見えない・見える  C. 鉢植え・植栽がない・あり   D.庭木の手入れがない・あり 
近隣での確認 
（問い合わせた場合）  A. 近隣店舗等に問い合わせ空き家を確認 B. 近隣等に問い合わせたが不明 
対象物の区
分 
建て方  A. 一戸建て  B. 長屋建て  C. 共同住宅  D. その他 
構造  A. 木造  B. 非木造（鉄骨造  鉄筋コンクリート造）  C.その他（           ） 
階数  A. 1階建て B. 2階建て  C. 3階建て  D. 4階以上 
建物の状況
 
外壁  A. 汚れが目立つ  B. ほとんど汚れていない  C.その他（                ） 
出入り口  A. 侵入防止の措置がない（扉が開いている）  B. 侵入防止の措置がある（施錠されている） 
窓ガラス  A. 破損している  B. 破損していない 
敷地の状況
 
門扉  A. 有 （破損している ・  破損していない）     B. 無 
塀  A. 有       B. 無 




 A. 外壁の一部に破損，崩れが見られる 
 B. 屋根の瓦やトタン板などに剥がれが見られる 
 C. 窓台，物干し，バルコニーに崩れが見られる 
 D. 塀が道路側に傾いている 
 E. 建物が明らかに傾いている 





接道状況  A. ２ｍ未満  B. ２～３ｍ  C. ４ｍ以上  D. その他（     ） 
募集状況  A. 有     B. 無 
空き家状態のランク付け 






★ コメント ★ 写真 1 
 
★ コメント ★ 写真２ 
 




付録2 空き家所有者アンケート調査票  
＜2015 年 6～7 月調査＞ 
成羽町 吹屋及び中野地区 空き家アンケート調査票 （２枚） 
 
１．現住所：                    
 
２．氏名 ：                 ３．年齢 ：    歳    
 
４．性別 ： 男 ・ 女 （どちらかに○）    
 
５．連絡先（電話番号）：              
 









２． いいえ（所有者の方とはどのようなご関係ですか？          ） 
 
（２） あなたのお住まいはどちらですか？ 
１．地区内（吹屋・中野・その他       ）（いずれかに○，または記入）   
２．高梁市内     
３．岡山県内     





   １．０～２０年前         ２．２０～５０年前   
３．５０～１００年前       ４．１００年以上前 
 
（２）差し支えない範囲で，この住宅の建物の状況を教えてください。 
   １．すぐに住める状態      ２．少し修繕する必要がある   
３．かなり修繕の必要がある   ４．ほとんど住めない状態である 
５．その他（              ） 
 
（３）この住宅はどのくらいの頻度で利用（帰省）していますか？ 
１．週に１回以上   ２．月に１回以上  ３．半年に１回以上 
４．年に１回くらい  ５．ほとんど使わない 
 
（４）利用（帰省）の目的は何ですか？  （複数回答，可） 
１．この住宅の管理、清掃のため利用    ２．帰省の際の宿泊として利用 
３．他に所有する農地等の管理のため利用  ４．その他（        ） 
 
（５）今後、あなたは（もしくは関係者の方）が居住する予定はありますか？ 













４． すでに決まっている（貸出・ 売却） *いずれかに○ 




１．友人（地域外）    ２．自治会で紹介された人   
３．不動産からの仲介   ４．空き家バンク（行政や NPO）の登録先      




１．1～3 年以内     ２．3 年～5 年以内     
３．5 年～10 年     ４．10 年以上      
 
 
























 １．希望する       
２．特に希望しない 
 ３．検討する     







※ 締め切り   年  月   日（ ）まで  
